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下記の記載内容以外は、後日、通信教育部ホームページに掲載します。

科目の概要

■教科書（「ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ」「ソーシャルワーク実習Ⅰ」と共通）  
日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『最新 社会福祉士養成講座［専門科目］8 　ソーシャル

ワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専門）』中央法規出版、２0２1年
※「ソーシャルワーク実習指導Ⅰ」で配本のため、この科目での教科書配本はありません。

■履修登録条件  
この科目は、「ソーシャルワーク演習Ⅰ」をすでに履修登録済みで、「ソーシャルワーク実習指導Ⅰ」

を同時に履修登録する方が履修登録できます。

実習

■実習日数・時期・対象施設  
★実習日数

8 日間以上かつ６0時間以上（ 1 日 8 時間程度〔休憩時間を除く〕）。
※実習の分割：不可。

★実習時期
11月第 ３ 週～ ２ 月（年末年始を除く）

★実習対象施設
1 ）『学習の手引き』の「社会福祉士国家試験受験資格」に記載の法令で定められた施設で、かつ次

に該当する実習指導者がいる施設。
　「社会福祉士の資格取得後 3 年以上相談援助業務に従事した経験のある者で、かつ厚生労働大臣が

基準を定める実習指導者講習会を修了した者」
※対象施設・事業であっても法令要件等により実習が認められない場合もあり。
※実習可能地域以外の実習については要件に適合した実習先を各自で確保する必要あり。
２ ）実習先は大学に一任するか、自身で第 1 ・ ２ 希望を提出。ただし、実習形態は「配属実習」の

ため、大学の指定する実習先・実習日程で受講することを原則とする。
３ ）勤務先での実習も可能。ただし、省令の基準を満たす施設で、所属長の了解をとり、休暇扱いで、
「ソーシャルワーク実習」にふさわしい内容が必要。
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４ ）病院・診療所など医療機関での実習は、医療機関において勤務経験があり医療ソーシャルワー
クに関して十分理解のある方のみ。別途レポート提出が必要。

■実習申込から受講までの流れ  
順序
① 実習前年度の ２ ／1５～ ２ ／末 実習申込 ※
② 8 月 スクーリング受講「実習指導Ⅰ-1」（ 1日間）
③ 9 月 スクーリング受講「実習指導Ⅰ-２」（ 1日間）
④ 11月 スクーリング受講「実習指導Ⅰ-３」（ 1日間）
⑤ 11月第 3 週～ 2 月 実習（ 8 日間かつ６0時間以上）
⑥ 1 ～ ３ 月 スクーリング受講「実習指導Ⅰ-４」（ 1日間）

※ ４ 月生・ ３ 年次編入学者は出願時に「入学前・実習受講希望届」で提出済み。

■申込方法・受講条件  
２ 年次以上の ２ ／1５～ ２ ／末の期間に申込書類（「ソーシャルワーク実習Ⅰ受講希望届」等）を提出。
実習受講判定日（ 9 ／３0・10／３1）までに、実習受講条件を達成。
※ 申込方法および受講条件の詳細は、『学習の手引き』または「ソーシャルワーク演習」スクーリン

グ時に配付の『実習の手引き』を参照。
※受講条件は、変更になる場合があります。

■実習費  
・実習費（６0,000円）は実習受講年度の 9 月に請求します。
・期限までにコンビニエンスストアでお支払いください。
・一旦納入した実習費は、返金できませんのでご注意ください。
・実習費には、実習保険加入費、実習委託費、実習巡回指導費、諸手続き費などが含まれています。
・実習先が委託費の受取を辞退した場合でも、その部分を実習生に返金することはできません。

■巡回指導について  
・実習中、本学実習担当教員による巡回指導を受講します（ 1 回、主に平日）。
・巡回指導の実施場所は、実習先の事業所です。

■インフルエンザ、麻疹（はしか）などの感染症対策について  
『実習の手引き』参照。




